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漫
画
家
・
水

木
し
げ
る
の
生

誕
１
０
０
周
年

を
記
念
し
た
展

覧
会
が
人
気
と
い
う
。
妖
怪

漫
画
で
有
名
だ
が
、
著
書
を

振
り
返
る
と
歴
史
叙
述
的
漫

画
や
自
叙
伝
的
漫
画
の
ほ

か
、
活
字
書
籍
も
多
数
出
版

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
で
左
腕
を
失
っ
た
証

言
者
と
し
て
の
姿
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　

戦
争
を
題
材
に
し
た
作
品

に
は
「
特
攻
」
や
「
玉
砕
」

を
美
化
す
る
も
の
が
少
な
く

な
い
が
、
水
木
は
二
等
兵
と

し
て
従
軍
し
た
目
線
か
ら
兵

隊
が
犬
死
さ
せ
ら
れ
た
戦
場

の
実
態
を
伝
え
た
。
軍
隊
で

左
腕
を
失
う
過
酷
な
体
験
を

し
、
反
戦
漫
画
を
描
き
続
け

た
が
、
後
世
で
は
決
し
て

「
戦
争
反
対
」
と
は
口
に
し

な
か
っ
た
。
あ
り
き
た
り
な

言
葉
で
は
語
り
つ
く
せ
ぬ
思

い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

侵
攻
し
て
９
カ
月
が
過
ぎ

た
。
世
界
は
軍
拡
競
争
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
日
本
は

平
和
憲
法
に
背
を
向
け
、
軍

事
費
を
積
み
増
し
、
戦
争
へ

の
道
を
歩
み
つ
つ
あ
る
。
今

の
状
況
を
水
木
は
ど
う
語
る

だ
ろ
う
。
戦
争
の
不
条
理
を

描
き
、
伝
え
続
け
た
心
の
声

を
聞
い
て
み
た
い
。 

（
Ｙ
）

署名に寄せられた声

署
名
に
ご
協
力
を

「
負
担
増
で
廃
業
も
…
」

「
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
不
要
」

受
診
抑
制
に
拍
車

凍
結
に
力
尽
く
す

物
価
高
騰
に
緊
急
財
政
措
置
を

府
・
府
内
市
区
町
村
に
要
望

撤回しかないオンライン
資 格 確 認

保団連

　

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口

負
担
２
割
化
が
１
日
か
ら
実

施
さ
れ
た
こ
と
受
け
、
小
澤

力
理
事
長
（
写
真
）
は
同

日
、
抗
議
談
話
を
発
表
し

た
。
全
文
は
次
の
通
り
。

◇

　

10
月
か
ら
75
歳
以
上
で
一

定
の
所
得
が
あ
る
人
の
医
療

３
７
０
万
人
、
約
20
％
が
負

担
増
と
な
り
、
大
阪
府
で
は

23
万
５
２
３
８
人
が
新
た
に

２
割
負
担
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

政
府
は
「
配
慮
措
置
」
と

し
て
窓
口
負
担
の
増
加
分
を

患
者
さ
ん
へ
の
説
明
が
求
め

ら
れ
る
な
ど
事
務
負
担
が
増

加
し
ま
す
。
複
数
の
医
療
機

関
の
外
来
や
薬
局
を
利
用
す

れ
ば
、
負
担
増
が
月
３
千
円

を
超
え
て
も
２
割
を
支
払
い

つ
づ
け
る
「
償
還
払
い
」
と

な
り
ま
す
。「
配
慮
」
と
は

名
ば
か
り
の
高
齢
者
の
命
を

削
り
、
医
療
現
場
に
混
乱
を

生
じ
さ
せ
る
窓
口
負
担
２
割

化
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

高
齢
者
の
負
担
は
医
療
費

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

金
削
減
や
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
、
物
価
高
騰
で
生
活
に
大

打
撃
を
受
け
て
い
る
う
え
、

介
護
保
険
料
も
増
加
の
一
途

で
す
。
窓
口
２
倍
化
は
、
生

活
不
安
や
生
活
困
窮
の
た
め

に
、
75
歳
以
上
の
患
者
さ
ん

の
生
活
苦
に
追
い
打
ち
を
か

け
、
受
診
抑
制
と
健
康
悪
化

を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
明
ら

月
３
千
円
ま
で
に
抑
え
る
と

い
い
ま
す
が
、
外
来
に
限
っ

た
３
年
間
の
措
置
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
そ
の
上
、
医
療
機
関

の
窓
口
徴
収
で
は
、
煩
雑
な

計
算
や
１
円
単
位
の
徴
収
、

費
窓
口
負
担
が
１
割
か
ら
２

割
へ
２
倍
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
75
歳
以
上
の
約

療
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
２
０

２
３
年
４
月
か
ら
の
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
原
則
義
務

化
に
つ
い
て
は
、
９
月
の
中

医
協
総
会
で
も
地
域
医
療
へ

の
影
響
に
懸
念
を
示
す
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

　

署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

の
多
く
が
、
被
保
険
者
証
と

紐
づ
け
ら
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
の
低
さ

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
情

報
漏
洩
な
ど
問
題
が
山
積
し

て
い
る
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
義
務
化
撤
回

を
求
め
て
い
る
。

た
な
設
備
投
資
は
非
常
に
困

難
。
こ
れ
以
上
の
負
担
は
廃

業
も
あ
り
え
る
」
と
声
を
寄

せ
る
。
高
齢
や
設
備
環
境
、
人

手
不
足
を
理
由
と
す
る
「
廃

業
」
の
記
載
が
相
次
い
だ
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
の
義
務
化

は
、
長
年
地
域
医
療
に
尽
く

し
て
き
た
歯
科
医
師
や
小
規

模
の
歯
科
診
療
所
を
廃
業
や

閉
院
に
追
い
込
み
、
地
域
医

や
技
工
料
の
値
上
げ
で
現
状

で
も
大
変
だ
と
し
て
、「
新

　

署
名
の
意
見
欄
は
、
政
府

や
厚
労
省
に
対
す
る
怒
り
の

声
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
高
石

市
開
業
の
歯
科
医
師
は
、
政

府
ら
の
強
硬
な
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入

策
に
怒
り
を
示
し
つ
つ
、「
診

療
報
酬
も
低
い
上
、
こ
れ
以

上
の
負
担
は
耐
え
ら
れ
な

い
」
と
声
を
寄
せ
た
。
東
大

阪
市
で
開
業
す
る
別
の
歯
科

医
師
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
減
収

と
物
価
高
騰
に
よ
る
材
料
料

か
で
す
。
窓
口
２
倍
化
を
目

前
に
控
え
た
先
月
、
患
者
さ

ん
か
ら
は
「
９
月
中
に
義
歯

を
作
っ
て
欲
し
い
」「
10
月

か
ら
の
訪
問
診
療
を
減
ら
し

て
欲
し
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

た
と
の
声
が
届
い
て
い
ま

す
。

　

先
生
方
の
取
り
組
み
で
集

ま
っ
た
２
割
化
撤
回
を
求
め

る
請
願
署
名
は
８
千
筆
を
超

え
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
協
会
は
引
き
続
き
、
こ

の
暴
挙
に
厳
し
く
抗
議
し
、

撤
回
を
求
め
、
患
者
さ
ん
の

受
療
権
を
守
る
た
め
力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

れ
た
署
名
を
提
出
す
る
と
と

も
に
、
▽
療
養
担
当
規
則
違

反
に
伴
う
指
定
取
消
▽
補
助

金
の
運
用
・
申
請
期
限
の
ば

ら
つ
き
の
是
正
―
な
ど
、
９

項
目
に
つ
い
て
厚
労
省
の
考

え
を
質
し
た
。

　

療
養
担
当
規
則
違
反
の
取

り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応

で
き
な
い
医
療
機
関
を
閉
院

に
追
い
込
み
、
医
療
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
阻
害
す
る
と
質
し

た
。
厚
労
省
担
当
者
は
厚
生

局
の
個
別
事
案
ご
と
に
適
宜

判
断
す
る
と
し
つ
つ
、「
（
４

月
時
点
で
）
す
ぐ
に
取
り
消

し
と
は
な
ら
な
い
」と
し
、官

報
告
示
で
は
「
中
医
協
で
再

度
論
議
さ
れ
れ
ば
修
正
は
あ

り
う
る
」と
述
べ
た
。保
団
連

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

は
国
民
や
医
療
関
係
者
に
新

た
な
義
務
と
負
担
を
課
す
問

題
で
あ
る
と
指
摘
し
、
国
会

で
の
審
議
を
強
く
求
め
た
。

　

シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
事
業

者
が
、
９
月
末
や
10
月
末
と

　

保
団
連
は
９
月
22
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
原
則
義

務
化
の
問
題
で
厚
労
省
要
請

を
実
施
し
、
義
務
化
撤
回
を

求
め
た
。
会
員
か
ら
寄
せ
ら

独
自
の
申
請
期
限
を
設
け
て

歯
科
医
療
機
関
に
契
約
締
結

を
迫
っ
て
い
る
問
題
で
は
、

医
科
よ
り
も
期
限
が
前
倒
し

に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
期
限

の
ば
ら
つ
き
を
是
正
す
る
措

置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
た
。

担
当
者
は
、
問
題
の
事
実
は

　

物
価
高
騰
が
医
院
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
協
会
は
９
月
29
日
、
大

阪
府
と
府
内
市
区
町
村
に
対

し
、
医
療
機
関
等
へ
の
緊
急

財
政
措
置
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
た
。
８
月
10
日
の

同
旨
要
請
以
来
３
回
目
の
要

請
と
な
る
。

　

要
望
書
は
、
物
価
高
騰
や

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
収
入
減
、

診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

な
ど
が
医
療
機
関
の
経
営
を

承
知
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、「
し
っ
か
り
検
討
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

要
請
に
は
、
保
団
連
か
ら

住
江
会
長
ら
役
員
・
事
務
局

が
参
加
、
厚
労
省
か
ら
は
医

療
介
護
連
携
政
策
課
か
ら
１

人
が
要
請
に
応
じ
た
。

直
撃
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。
医
療
機
関
と
歯
科
技
工

所
を
対
象
と
し
た
、
食
材
料

費
の
値
上
げ
や
光
熱
水
費
の

高
騰
に
対
す
る
府
独
自
の
緊

急
的
な
支
援
策
を
求
め
た
。

　

内
閣
府
は
９
月
13
日
、
医

療
機
関
等
の
物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援
策
に
「
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

点
支
援
地
方
交
付
金
」
の
積

極
的
な
活
用
を
、
各
都
道
府

県
・
市
区
町
村
に
促
す
。

75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化

小
澤
理
事
長
が
抗
議
談
話
を
発
表

FAX署名用紙は
協会（06-6568-
0564）まで

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
原
則
義
務
化
を
め
ぐ
り
、
協
会
が
９
月
に
実
施
し
た
導

入
義
務
化
の
撤
回
を
求
め
る
署
名
に
３
２
６
筆
が
集
ま
っ

た
（
９
月
30
日
時
点
）
。
署
名
の
意
見
欄
に
は
、
「
廃
業
も

あ
り
え
る
」
「
や
る
こ
と
が
強
引
で
腹
立
た
し
い
」
な
ど

医
療
現
場
の
深
刻
な
声
や
政
府
・
厚
労
省
に
対
す
る
怒
り

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
意
見
欄
に
寄
せ
ら
れ
た
声
を

紹
介
す
る
。

・ オンライン資格確認を運用する
なら閉院します（交野）

・ 新型コロナ感染拡大、医業収入
の減少が続き、材料費、技工費
の値上げ、新たな設備投資は非
常に困難。現時点でレセコン電
子カルテ等導入維持費も大変。
これ以上の負担は廃業もありえ
る（東大阪）

・ 私たち現場の声を受けとめ審議
してほしいです。様々な危惧・
問題のあるこの義務化はおかし
いと思います（大正区）
・ 診療報酬も低いうえに、これ以
上の負担は耐えられない。やる
ことが強引で腹立たしい（高
石）

・ 非常に手間ひまが必要で、患者
様でも高齢の方には、対応する
人的余力も無い（堺）

・ ランニングコストがかかるう
え、受付は狭いので設置場所に
困る。高齢なのでシステム設置
は難しい（堺）

・ 負担とトラブルの原因はいりま
せん（中央区）

　保険請求のご相談や年金・
休業保障制度のお問い合わせ
は直通番号をご利用ください。
社保研究部 06-6568-7467
共　済　部 06-6568-7438

協会直通番号のご案内

オンライン
資 格 確 認 原則義務化問題で要請
厚労省「即取消はない」「療担変更あり得る」

「月払」
加入期間 元金 元利合計
10年 12,000,000円 12,366,000円
15年 18,000,000円 19,051,000円
20年 24,000,000円 26,095,000円
25年 30,000,000円 33,516,000円
※ 「月払」「一時払」とも現在の予定利率1.140％での試算
※ １口につき運営事務費100円・委託手数料117円・遺族特約保
険料６円を差し引いた金額です

１口１万円・10口加入 「一時払」

加入期間 保険医年金
元利合計

５年 1,030,600円
10年 1,085,800円
15年 1,144,000円
20年 1,205,200円

※ １口につき運営事務費5,000円・委託　
手数料5,850円を差し引いた金額です

１口50万円・２口加入

保
険
医
年
金

保
険
医
年
金

締切り迫る！申し込みは10月25日まで
● 予定利率による運営のためリスクが少なく老後
の生活設計に最適です

● 短期のご加入では積立金が掛け金を下回ります

お問い合わせは共済部
（06－6568－7438）まで

満74歳までの協会会員加入資格

1.317%
2021年度
配当実績
※予定利率1.259％＋配当0.148％
※ 昨年度配当実績であり、今年度の配当を約束す
るものではありません。

予定利率1.140%※2022年９月１日現在


